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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊1  ▲はマイナスを表します。 ＊2 中国は龍船節で休場のため、6月2日のデータ、
英国はプラチナジュビリーで休場のため6月1日のデータを掲載。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で横ばいとなりました。
外国為替市場での円安米ドル高の進行で、自動車や機械などを中心とした輸
出関連企業の採算が改善するとの期待や、今秋にも政府が大規模な経済対策
を打ち出すとの期待から週初より上昇し、8日（水）には、3月30日以来およ
そ2ヵ月ぶりに28,000円台を回復しました。欧州中央銀行（ECB）が6月の
定例理事会で、次回会合での利上げを開始を表明し、金融引き締めによる欧
州の景気減速懸念から9日の欧米株式市場が下落すると、週末は下落しました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅下落しました。
中国北京市でコロナ関連の行動規制が緩和され、中国経済の回復への期待が
高まったことや米長期金利の上昇がやや一服したこと受け、週前半は上昇し
ました。ECBが7月に量的緩和の終了を決定し、0.25％の利上げに踏み切る
方針を示すと、欧州の景気減速懸念から大幅下落しました。週末も、5月の
米消費者物価指数（CPI）の伸びが、市場予想を上回り、FRBによる金融引き
締めが加速するとの見方が広がり下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で上昇しました。
米連邦準備制度理事会（FRB）が積極的な金融引き締めを進めるとの見方から
米長期金利が上昇した流れを受け、国内金利も上昇しました。一方、日銀は指
値オペの実施により金利上昇を抑制する姿勢を示していることから、国内金利
の上昇幅は限られました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
前週末に公表された5月の米雇用統計が米労働市場の堅調さを示す結果とな
り、FRBが積極的に金融引き締めを進めるとの見方から、日米金利差の拡大が
意識され、円売り米ドル買いが進行しました。一時、2002年2月以来、およ
そ20年ぶりの円安水準となりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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欧米の急速な金融引き締めへの思惑から、不安定な相場が続いています。株
式市場では、投資家はリスクを取りづらくなっているようです。
10日（金）に発表された5月の米CPIは前年同月比+8.6％となり、1981年
12月以来、40年5ヵ月ぶりの大幅な上昇率となりました。引き続き家庭用食
品やガソリンなどの生活必需品の上昇幅は大きく、今後も物価の押し上げ要
因となることが予想され、当面は伸び率の高い状況が続きそうです。高いイ
ンフレが続く場合、FRBはインフレ抑制のため、大幅な利上げを継続する可
能性もありそうです。FRBは5月に続き、6月および7月会合でも0.5％の利
上げを実施するとの見方が大勢を占めており、市場では、9月会合でも0.5％
の利上げを織り込みつつあるようです。
株式市場では、欧米金利の動向に左右されやすい展開が続くなか、今週は、
日米の金融政策決定会合などの重要イベントを控えています。結果次第では、
株式市場は波乱の展開となることも予想されます。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞

【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、特定の有価証券等の勧誘を目的とするものでは
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• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
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